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きに、

北海道を前へ。
鈴木直道の主

な基本政策
北海道のポテンシャルを活かし、北海道の価値を押し上げる

道民の暮らしをまもる

暮らし
と経済
社会経済情勢の

変化に
機動的に対応

子ども
応援社会
オール北海道で支え、
政策を一体推進

●経済活性化　●子ども・女性支援の強化　
●医療・福祉の充実　●感染症対策・防災　
●農林水産業の持続的発展
●交通・物流政策の推進
●食料安全保障をリード

北海道の未来をつくる

観光
アドベンチャー
トラベルで
アジアをリード

●ゼロカーボン北海道の推進　
●ＤＸ・デジタル化の推進　●食と観光　
●アイヌ文化振興　●教育・人材育成強化
●北方領土問題の解決に向けた取り組み

地域とともにすすめる

ほっかいどう
応援団 第二章

企業・地域
おこし協力隊との
連携強化

●「ほっかいどう応援団会議」の発展
●チャレンジする道庁づくり

3つの
キーワード

エネルギー
ゼロカーボン北海道を
担う産業の振興

経済と環境を好循環

デジタル
次世代半導体、

データセンターなど、
デジタル産業集積
を目指す

食
スマート農林水産業や
輸入依存穀物の国産化、
販路拡大を加速

4年間の主な実績
▶新型コロナウイルス・物価高騰対策
　に全力（緊急経済対策1376億円を措置）
▶ふるさと納税３年連続日本一達成
（個人版・企業版ともに）
▶どさんこプラザ年間売上高 
　過去最高を記録
▶道産食品の輸出目標額1500億円
を１年前倒しで達成
▶首都圏からの本社機能移転
　増加数全国１位
▶ゼロカーボン北海道を掲げ、
　国を上回る目標を設定し、推進
▶道内過去最大5兆円規模の投資が
　見込まれるラピダス社次世代
　半導体工場の誘致に成功

【略歴】昭和56年生まれの42歳。東京
都庁で働きながら法政大学法学部を
卒業。夕張市への職員派遣を経て30
歳で夕張市長となり、財政再建に道筋
をつける。平成31年、当時全国最年少
の38歳で北海道知事に初当選




